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The purpose of this study was to investigate the propagation path of the lion dance 
shishimai in Bessho， Himeji City and Haibara， Tatsuno City.' 
Shishimai is a kind of kagura， ritual performing arts offered to Shinto deities. It was 
originated in Ise kagura and spread throughout Japan. The music accompanying shishimai 
varies a litle from district to district， but the basic tunes and melodies are traditionally the 
same. The writer has been collecting， in the form of scores， shishimai music in towns and 
villages along the water systems of the Ichikawa River and the Ibogawa River. This study was 
conducted based on the materials collected for over ten year. 
緒日
文部省は，平成7年度から学校の勉強だけでなく，体で感じさせた幅広い人間性を育て，人間の可能性を引き
出すために，音楽・舞踊・木工・竹細工など，地域にある伝統芸能や工芸を幅広く取り込んだ，伝統文化教育推進
事業をスタートさせる事にしている.これは，伝統文化の伝承の手助けにもなり，その指導には経験ある地域の
人々を活用し，高齢者と子供達との交流の場の設定を目標としている.
私は十数年に渡り，兵庫県西播磨地域の伝統芸能である「獅子舞Jの『お嫌子』について"獅子どころ"と自負する
相生市，姫路市，太子町，龍野市，家島町の各教育委員会の依頼により採譜を行ってきた.
「獅子舞Jの伝承方法は，すべて「口伝え」や「聞き伝えJによってされ，若者たちからは敬遠され，継承が難し
く，演じる若い人々が都会へ流出，指導者の高齢化などで消滅の危機にある.
お曜子の中心になる笛のメロディーは，昔から基本的には大きく変化していないが，小節の入れ方・リズムな
どは，演奏する人により，また「獅子舞」の変化により，少しづっ変わって来ているが， r笛」を中心にした楽譜を
作れば，すぐに教育現場に取り入れることができるのではないかと思い，次のような試みを行った.
姫路市の「別所西獅子舞保存会」では，採譜した楽譜を「別所西こども会」で練習したところ，音楽の得意な 5
年 6年生の女子の起用もあって，わずか 3"-'4回の練習で笛の演奏ができ上がり，大人たちを吃驚させた.
1988年の秋祭りでは，その楽譜を使って「獅子舞」も「お磯子」もこども会"だけで立派に演じられた.それ以
来， 1989年5月の「シロトピア博」の「姫路まつりJや，また，姫路市で行われた「近畿教育長会議」があった時も
演じられ，好評を博した.
以上の例は，文部省が求めている伝統文化推進事業を既に実践していることになる.
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方法
id輝子舞jは神社tこし、ろんな顕いをし，そのために奉納される「神事芸能Jで， i伊勢神楽Jに擦を発しており，地
方化による差異はあるにしても?そのメロディーは時とんど変わらず，維持され伝えられてきている，
兵庫県高播磨の獅子舞の伝意を譜面のよから見てみると，曲gが違っていても「メロディーjが問ーのものもあ
り，曲目もメロディーも，まったく"そのまま"伝わっているものもある.これは，撰保)1水系の君主野市萩原ι
前JI!水系の販路市周所の「獅子舞jが，酉播磨警の2大中心であると伝えられ，また，
と震われているためと考えられる.
り"の壌ともなれば，速い能郡の村からも青年間がやって来て盗み見て，自分たちの村にその成果を持ち
滞って“段々伝わっていった"と言う話も口伝えに残っている.
ここで，この「別所の獅子舞Jと「萩原の獅子舞jが，西播磨の二大河別である市)1と揖保JIの水系を辿って内陸
部に伝承して行った/レートを，強の蕗から調べてみる
(1)市川水系倍承Jレー ト
控路市JI所罷のf獅子舞jからの告議ノレートを考えると，先述のように，姫路市荊所西の「鞠子舞」が，この地方
の「括章子舞の元祖jであるとL寸持色は，市JI水系での伝承を考察した場合，市1を北上して塁審町(金竹)甲入播
aちまち
神社に，約 150年前に諒わり，塁塁審から船津に張わり，また，市JI甘地(地名)の鶴子舞は 120年前に，船津下麗
内より伝わったとされている(注1).
(付加所西町と金竹を取り上げて，その伝承の正杏を確かめてみたい.
別所から金竹に伝わり曲目が変わったが，メロディーが!苛ーの曲は，次の8曲である.
Table 1. 
Table 2. 
。金竹
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Table 3. 
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「氏参り」は神事に奉納するはじめの舞である.
(ロ) 金竹と船津は，どのように伝承されているかを確かめると，船津は，船津町「正八幡神社の獅子舞」が行っ
ており，曲目は，①曲舞②牡丹③道引④神楽⑤万⑥蝶子⑦吉野③相の山⑨棒⑬岡崎⑪梯子等， 11曲であり， I金
竹の獅子舞」とまったくメロディーも同一であり，市川水系北上の伝承ルートが成り立つ.
付 船津から甘地への伝承ノレートはどうであろうか?
市川町「甘地の獅子舞」が，県指定文化財とされているが， I船津の獅子舞」と曲目・メロディーともに，同一であ
り，その伝承を受け継いでいると考えられる. (譜面は省略)
(ニ) 別所から市川を南下し，小林村から大塩への伝承ルートについての考察.
別所西町から小林村へは，①地 ②天突 ③曲舞 ④万 ⑤棒 ⑥相の山 ⑦狐 ③岡崎 ⑨花 ⑬蝶 ⑪ま
り ⑫道中舞と 12曲伝承されている. (譜面は省略)
「大塩天満宮の獅子舞」は，①地②道中舞③祇園曜子④大阪パヤシがある(注2). 
大塩の獅子舞は，大塩独自の地舞を工夫して舞い，創造性を持った独特の舞いを作り出している.Iお嘱子」
は，同じメロディーの繰り返しである.I道中舞」は，鳥居から楼門までを 5---6人で組み，肩車に乗り，伊勢音
頭を歌いながら舞う.祇園嘘子は，楼門から本殿までを，道中舞と同様に笛だけで舞う.このように，大塩へは
別所西町から市川南下のルートとは違った伝承方法で、伝わっていて，市川南下の伝承ノレートは成り立たない.
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(2)揖保川水系俵承)l-ー ト
らの倍意ノレートを考えると，
鞠子捧jと，J!I上北の「神間の鞠子舞J(沢田都八播神社で 1969年，
いる.
「萩麗Jと「神間」の踊子の曲を楽譜から Table 4‘ 
対比すると，同一メロディー‘同一曲目
は， 8曲あり，荻原を中心として神間で i萩諒の獅子舞の曲名
て舞う.経済的に楽
な地域であり，素麺作りの働き手として
の長男がし、る.これらの条件で，神輿の
撫子舞が盛んtこなり，全市へ誌がったも
のと考えられる.萩原から神間へ揖保川
北上ノレートで伝わって，持関から更に北
上護寺へと伝票していったといわれ(詮
3) ，揖保川北上水系伝議/レートが証明される.
て
①ささら @綾の韓
舎桜の舞
③花笠 岳WJ切
ぐD綾の舞 $天狩
む花かがり
萩原と神間(沢田)の「天狩JI桜の舞jの譜龍をあげて，この水系ルートの証明をする.
Table 5. 
O訳出
〔解説〕
O南方とも 6小節目までほとんど開じであるが，萩原の方が瀧子が狂い舞うようすが
よくでている
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Table 6. 
O萩原 桜の舞
O沢田 接の舞
O沢田の6・7小節闘が萩原の6・7小節目よりかろやかなりズムになり，たりしそうな
やさしい耐になっている.
Table 7. 
難子舞の筒(単位は徽)
(3)龍野市萩原から太子町竹京村・朝日谷への盤路法承jレートを考えてみる.
付)萩原から竹京への伝承について，萩悲の曲数は8曲であるが，太子町竹京の語数は， 16曲ある.由自は，
①八i鳩@吉野桜③較の舞④太刀弁慶 ③四方形$八弁慶⑦吉野$花掛り ⑨鴻返り ⑮早変り o 
E方舞@大谷⑬鰐拾い 9神輿 窃轄の舞⑩谷被りである.
このうち，由設・メロディーが萩療と間ーの曲は， rλ韓Jr接の舞Ji餌拾いJr花掛かり」の以上4畠.曲目が萩
原とは変わっているが，メロディーが同ーのもの拭， r吉野掛J(較撃では『綾の舞~)と「潤返り J(萩原では『ささ
ら~)の 2 曲で，萩震と特広の共通の患拭 6 詣となる.萩原から陸路で竹広へ怯承され，竹広では「幣の舞Jr幸子渡
りJと，背広独患の創遊性に富んだ「カグカク獅子Jと震う，“変わった舞い方"をする竹広“門外不出"とされてい
る「葬jを作り出している.この萩原から竹広への訟承は，譜磁から晃ても成り立っている.竹広の「神勇Jr幣の
舞」の譜面を資料として挙げておく.
??
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Table 8. 
持勢は，本来神楽，様子神楽(歌舞)，獅子舞の三部作で構成され，ひとつと〉とつに意味がある.
(口) 持広から朝E主主へ獅子舞が伝わっていったと言われている.
持議式としても必須の鶏子舞である.朝日谷は，この竹誌に近い地裁に
あり，者い衆が待京の祭りにやって来て，獅子舞を見物しそれを持ち帰って真叡をして舞うようになったと長
えられている通り，竹広の「幣の舞」と「谷渡りjを騒いて 14曲者符も由吾も，まったく向ーであり，譜踏の上か
ら，竹広から朝日替への睦路伝意/レートが証研できる. (譜聞は省略)
(4)萩原から臨蕗，相生市への伝承ルートな考えてみると，相生市の鶴子舞は，伊勢大神楽の流れを滋み，永い
年月が，各地区ごとの伝統を作り上げ，ひなびた素朴さの中にも，一種の民格を持つ獅子舞だけが現在残ってい
る.忠生柱神社，八幡神社，加茂神社，ラミj醤宮，睦天満神社の各持社に伝わる獅子舞の採譜を行ったが，志向に
信わる鯨子舞は， ん参り"の代参としてf舞jを見せて「お札jを授け と呼ばれる人達が，全国を
渡り歩いて缶えた流れを汲んで，各神社， r舞Jの風籍とも結びつき受け継がれて来ているのが，強自からはっき
りしている(註ぶ.
従って，相生の鰯子舞ではf矢野町の蕗子舞」にスポットを当てて，そわ伝滋について考える.
が) 相生市矢野町「民生八柱神社jの獅子舞の伝承ルートについて， r瓜生八柱神社jの獅子舞は，龍野市萩捺の
「八鳴Jr餌拾いJr桜の舞J3曲が，楽譜の上から晃て，矢野町に依惑されていると考えられる
矢野町r民生八柱持社jの獅子舞は30畠あり，曲目から見ても伊勢の溜子安撃が各地から伝わって来て，荻原や
その地の地主のものと一語になって舞われたと患われる.詑って，龍野市萩草から陸路，相生市矢野町への諒承
ノレートにはさ当て詰まらないので成り立たない.r黒生八柱持社jの「八島JrえひらL
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結論
間撞欝は1障子どころで，姫路市別所と龍野市荻原の踊子舞が?西播藍2大鶴子舞jの中心地と言われている通
り， 4項目に護って考察した結論として，市川水系と揖課Jf!水系2つの伝承/レートが有るということが，譜面の
上からも実証される.
市JfI水系ノレートの別所を中心とする地域のガが，伊勢神宮の上に，その地方独特の重喜子舞を作り出している.
揖保JI水系ルートは，伊勢神宮の系統を強く受け騒いでおり，特tこ相生市各地の獅子舞拭，伊勢神宮の系統が強
い. (1) ~(4) の項目まで，伝承ノレートについて考えてみたが，今後は兵産熟全壊に渡っても，考えてみたいと
思う.特に，日本海沿岸但潟地方は，鳥取県との関連についても考えてみたい.
記載のすべての譜聞は，西播磨の秋祭りの時期に綾濯場や祭りの当自，取材し採譜したものである.採識にき当
たっては，初めに述べたように， r笛Jを、演奏する人により，メロディ…も少しづっ変化するし伝窓方法も口写
しがほとんどであり，譜面を見て「この方が正しし、」とか，異論も多々出てくると思うが，これからもできる限り
正確に採譜して，その伝統を伝えていきたいと思っている.最後む，ご協力いただいた各市町の教誇委員会の皆
様に感謝を申し上げます.
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